
法令及び規格

１ 諸法令の遵守

受注者は、本工事の施工にあたり、次に掲げる関係法令及び工事に関する諸法令を遵守するもの

とし、その運営及び適用は、受注者の負担と責任において行うものとする。

イ 電気設備技術基準

ロ その他関係法令等

２ 適用規格等

本工事における設計及び製作並びに材料等の品質規格は、設計書に定めるもののほか、次に掲げ

る規格等に適合したものとする。ただし、監督員が特に認めた場合はこの限りではない。

イ 日本産業規格（ＪＩＳ）

ロ 電気学会電気規格調査会標準規格（ＪＥＣ）

ハ 日本電機工業会規格（ＪＥＭ）

ニ 日本電線工業会規格（ＪＣＳ）

ホ 国土交通省 ＣＣＴＶカメラ設備 機器仕様書（令和３年３月）

ヘ その他関係規格、基準等

書 類 関 係

１ 図書の承諾

受注者は、次に掲げる図書を指定期日までに提出し、機器の設計・製作及び検査を実施する前に

監督員の承諾を得なければならない。

イ 図面類 設計完了後速やかに ２部

（外形図、組立図、展開接続図及び施工図等）

ロ 納入機器及び材料の仕様 〃 ２部

ハ 立会検査要領書 検査予定１５日前までに ２部

ニ その他監督員が指示する図書 必要部数

２ 提出書類

受注者は、「徳島県電子納品運用ガイドライン【土木工事編】」に基づいて作成した成果品（正・

副２部）を提出する。また、次に掲げる図書については電子データによる納品を基本とするほか、

紙媒体により指定期日までに指定部数を提出しなければならない。

イ 工事打合せ議事録 （電子メール等を活用しない場合）打合せ後７日以内 ２部

ロ 据付記録 実施後３日以内 １部

ハ 検査及び試験記録 実施後７日以内 １部

ニ 工事写真 工事しゅん工検査請求日までに ２部

ホ 完成図書 〃 ３部

（イ）完成図面（外形図、組立図、展開接続図及び施工図等）

（ロ）据付記録

（ハ）検査及び試験記録

現場説明書 特記事項1

工事名：Ｒ６企総管 勝浦発電所 ＣＣＴＶ装置取替工事（一部債務負担）
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（ニ）取扱説明書

なお、完成図書のスタイルは、監督員の指示による。

ヘ その他監督員が指示する図書 必要部数

設計及び製作

１ 一般事項

イ 各機器は使用条件を満足し、かつ、既設備と十分に協調のとれたものとするとともに、保守が

容易で耐久性に優れた信頼性の高いものでなければならない。

ロ 製作完了後、工場内で諸試験を行い、不適当な箇所が発見された場合は、直ちに修正又は取替

を行い、支障のないことを十分確かめなければならない。

ハ 各機器の製作またはその据付は、耐震性及び耐雷性を考慮しなければならない。また、各機器

は、常時発生する騒音を極力抑えたものとする。

ニ 各機器は地球環境を考慮し、できる限り将来リサイクル可能な材料を選定するとともに、設計

においては十分配慮しなければならない。

なお、可能な限り徳島県グリーン調達等推進方針に準じるものとする。

ホ 機器構成は原則、本説明書及び別紙図面記載のとおりとする。ただし、指定のシステムを満た

し、既設ケーブルと協調のとれたものであればこの限りでない。なお、既設機器の電気系統図及

び通信系統図は別紙図面のとおりとする。

ヘ 機器の取り付け時に必要な金具等は付属するものとする。

ト 本説明書に記載無き事項についても、機器の機能上具備すべきものについては、当然これを充

足するものでなければならない。

２ 機器の仕様

各機器は、次の仕様を満足するものとする。

イ システム概要

（イ）本システムは、徳島県企業局が管理する棚野ダム及び棚野ダムゲートの２４時間の監視

を実現するとともに、棚野ダム付近の状況を勝浦発電所にて一元的に把握するものである。

また、被写体の最大距離は約７０メートルを想定している。

（ロ）棚野ダム上流側・下流側に設置したカメラ２台の映像を光ケーブルにより約６００メー

トル離れた勝浦発電所に伝送し、操作器モニタに出力する。

（ハ）操作器により同カメラ２台の制御を行う。

ロ 新設機器の仕様

（イ）屋外複合一体型カメラ（上流側） １台

ａ ネットワーク部 ネットワーク部（メディアコンバータ等）は分離型とし、棚野

ダム水位計室設置のＣＣＴＶ接続箱２内に収納する。

ｂ 有効画素数 ２００万画素以上

ｃ 解像度 １９２０×１０８０以上

ｄ 最低被写体照度 ０．０３ ｌｘ以下（標準時）

０ ｌｘ（白黒、赤外線照明点灯時）
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ｅ 照明照射距離 １５０ｍ以上

ｆ ズーム比 ２０倍以上

ｇ 画角 水平 ４３度～３．５度の範囲を含むこと。

垂直 ２４度～３度の範囲を含むこと。

ｈ 明るさ Ｆ１．８の明るさ以上（最大広角時）

ｉ オートフォーカス 有り

ｊ 旋回角度 水平 ３６０度エンドレス、垂直 ±９０度以上

旋回装置は、風速４０ｍ／秒で動作可能なものとする。

ｋ 保護構造 ＩＰ６６

ｌ 周囲温湿度 －１０℃～＋４０℃ ９０％ＲＨ以下

ｍ プリセット機能 ２５５ポイント以上のプリセットが可能なこと。

ｎ 電源 ＡＣ１００Ｖ ６０Ｈｚ

ｏ オプション 赤外線照明、ワイパ、デフロスタ、カメラ台

ｐ 機器間ケーブル

（ａ）カメラからＣＣＴＶ接続箱２内に設置する電源用端子台までの

電源ケーブル ９ｍ

（ｂ）カメラからＣＣＴＶ接続箱２内に設置するネットワーク部までの

ケーブル等 ９ｍ

ｑ その他

（ａ）カメラを設置している亜鉛めっき柱については既設流用とする。

（ｂ）既設亜鉛めっき柱の台座寸法はＷ３５０×Ｄ２５０ｍｍ（ボルト穴

４－１８φ（Ｍ１６用）、ピッチ２９０×１７０ｍｍ）である。また、

ボルト穴に合わせるために必要に応じて取付用アダプタも製作するも

のとする。

（ｃ）既設亜鉛めっき柱の搭載可能重量は３０ｋｇ程度とする。

（ｄ）配管、電線管は既設流用とする。

（ロ）屋外複合一体型カメラ（下流側） １台

ａ ネットワーク部 ネットワーク部（メディアコンバータ等）は分離型とし、棚野

ダム設置のＣＣＴＶ接続箱１内に収納する。

ｂ 機器間ケーブル

（ａ）カメラからＣＣＴＶ接続箱１内に設置する電源用端子台までの

電源ケーブル ６ｍ

（ｂ）カメラからＣＣＴＶ接続箱１内に設置するネットワーク部までの

ケーブル等 ６ｍ

ｃ その他 上記項目以外の仕様は上流カメラと同様とする。

（ハ）ＣＣＴＶ接続箱１（下流側） １面

ａ 形式 屋外壁掛形（既設亜鉛めっき柱に取付け）

ｂ 寸法 Ｗ６８０×Ｈ５４７×Ｄ２４０ ｍｍ程度

ｃ 材質 ステンレス

ｄ 保護構造 ＩＰ５４以上
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ｅ 収納機器 光接続部、伝送装置、漏電遮断器、低圧用避雷器、端子台、

コンセント（３口以上）等

ｆ 電源 ＡＣ１００Ｖ ６０Ｈｚ

ｇ その他

（ａ）扉に防水パッキンを取付けること。

（ｂ）扉は施錠できること。鍵の型番については、別途指示する。

（ｃ）ＣＣＴＶ接続箱１とＣＣＴＶ接続箱２間は既設の光ケーブル（ＳＭ－０４Ｃ）を

流用する。

（ｄ）分電盤からの電源線（ＣＶ３．５ｓｑ－３Ｃ）は流用する。

（ｅ）内部の機器間配線は含むものとする。

（ニ）ＣＣＴＶ接続箱２（上流側） １面

ａ 型式 壁掛形

ｂ 寸法 Ｗ６００×Ｈ８００×Ｄ１６０ ｍｍ程度

ｃ 材質 ステンレス

ｄ 収納機器 光接続部、伝送装置、漏電遮断器、低圧用避雷器、端子台、

コンセント（３口以上）等

ｅ 電源 ＡＣ１００Ｖ ６０Ｈｚ

ｆ その他

（ａ）扉は施錠出来ること。鍵の型番については、別途指示する。

（ｂ）ＣＣＴＶ接続箱２と光接続箱間は既設の光ケーブル（ＳＭ－０８Ｃ）を流用する。

（ｃ）分電盤からの電源線（ＣＶ３．５ｓｑ－３Ｃ）は流用する。

（ｄ）内部の機器間配線は含むものとする。

（ホ）操作器 １式

ａ ハードウェア

（ａ）機器構成 デスクトップＰＣ、液晶モニタ（２１型以上）、マウス、

キーボード、ＤＶＤマルチドライブ、ＯＳの他システム

を構築する上で必要な機器、ＯＡデスク、ＯＡチェア

（ｂ）ＣＰＵ 本システムの機能が遅延無く円滑に処理可能な能力

（ｃ）メモリ 本システムの機能が遅延無く円滑に処理可能な容量

（ｄ）ハードディスク 本システムの機能が遅延無く円滑に処理可能な容量

（ｅ）ネットワーク １００ＢＡＳＥ－ＴＸ以上

（ｆ）その他 機器の電源ケーブルは含むものとする。

ｂ 実現機能

（ａ）画面表示機能 単体、分割モード表示を含む２モード以上とし、表示モード

を任意に選択可能なものとする。

（ｂ）カメラ選択機能 映像表示、制御するカメラの選択が可能であること。

（ｃ）カメラ制御機能 選択したカメラの制御（旋回、ズーム、フォーカス、プリセ

ット、ワイパ、照明等）が可能であること。

（ｄ）映像保存機能 選択したカメラの映像が記録可能であること。

（ｅ）登録機能 ・カメラ名称、ＩＰ情報を登録可能であること。登録可能台数
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は２台以上とする。

・プリセット位置を登録可能であること。

（ｆ）画面表示 上記制御を行う操作ボタン及びカメラ映像を同一画面内に表

示、配置すること。

（ヘ）光接続箱 １面

ａ 型式 壁掛型

ｂ 寸法 Ｗ７００×Ｈ５００×Ｄ１６０ ｍｍ程度

ｃ 材質 ステンレス

ｄ 収納機器 光接続部（融着＋ＳＣコネクタ）、伝送機器、コンセント（４

口以上）、ＯＡタップ

ｅ 電源 ＡＣ１００Ｖ ６０Ｈｚ

ｆ その他 内部の機器間配線は含むものとする。

現 場 工 事

１ 一般事項

イ 受注者は、本工事の現場作業の着手に際し、あらかじめ作業手順及び施工方法等について監督

員と協議を行わなければならない。

ロ 受注者は、現場工事の施工に際し、必要資格を有する専門技術員を配置するものとする。また、

本工事に関して十分な経験を有する技術員が適用規程等を遵守のうえ施工し、工事対象外設備の

運用に支障を及ぼすことのないよう留意しなければならない。

ハ 現場工事に必要な測定及び調査は、すべて受注者の責任において行い、その不良による手戻り

を生じた場合は、受注者の負担により解決しなければならない。

ニ 本工事中に受注者は、作業の安全性確保のため、表示板、安全区画等の対策を講じなければな

らない。

ホ 本工事中に受注者は、既設建造物及び諸設備に損傷を与えないように留意しなければならな

い。万一損傷を与えた場合は、監督員の指示に従い受注者の責任において、原形復旧を行わなけ

ればならない。

ヘ 受注者は、工事終了後、速やかに工事現場の整理、整頓を行わなければならない。

２ 現場工事詳細

現場工事の詳細は、次に掲げるとおりとする。

イ 次に掲げる既設機器を撤去する。

（イ）カメラ装置（上流側）（投光器含む） １台（棚野ダム水位計室屋上）

（ロ）カメラ装置（下流側） １台（棚野ダム左岸）

（ハ）ＣＣＴＶ接続箱１（下流側） １面（棚野ダム左岸）

（ニ）ＣＣＴＶ接続箱２（上流側） １面（棚野ダム水位計室内）

（ホ）光接続箱 １面（勝浦発電所配電盤室内）

（ヘ）操作器（デスク・チェア等含む） １式（勝浦発電所配電盤室内）

・各カメラ装置、操作器に付属するケーブルも撤去すること。
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ロ 次に掲げる新設機器の製作、据付、調整及び試験を行う。

（イ）カメラ装置（上流側）（赤外線照明含む） １台（棚野ダム水位計室屋上）

（ロ）カメラ装置（下流側）（赤外線照明含む） １台（棚野ダム左岸）

（ハ）ＣＣＴＶ接続箱１（下流側） １面（棚野ダム左岸）

（ニ）ＣＣＴＶ接続箱２（上流側） １面（棚野ダム水位計室内）

（ホ）光接続箱 １面（勝浦発電所配電盤室内）

（ヘ）操作器（デスク・チェア等含む） １式（勝浦発電所配電盤室内）

・各カメラ装置、ＣＣＴＶ接続箱１は既設の亜鉛めっき柱に据え付ける。

・各カメラ装置、操作器に付属するケーブルも敷設すること。

・カメラ装置及び操作器の調整、設定は機器の仕様を熟知した技術員が行うこと。

検査及び試験

１ 現場立会検査及び試験

現場立会検査及び試験は、次に掲げる項目について行うものとする。なお、その結果、不合格と

判断されたものについては、速やかに改善又は補充し、再検査等を受けなければならない。

イ 検査及び試験内容

（イ）員数検査

（ロ）外観検査

（ハ）据付状態検査

（ニ）絶縁抵抗測定

（ホ）光ファイバケーブルの伝送損失試験

（ヘ）カメラ機能試験（視界試験、画質、遠隔操作及びカメラ切替等）

ロ その他監督員の指示する項目
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工　　程

1 他工事等との調整　（対象　無)

2 施工の制限（対象　有)

3 作業時間帯（対象　無)

4 工事履行報告書（対象　無)

5 その他（対象　無)

用 地 関 係

1 ブロック製作ヤード（対象　無)

2 仮置ブロック（対象　無)

支 障 物 件

1 支障物件の事前調査（対象　無)

2 支障物件の撤去（対象　無)

3 立木の置き場所（対象　無)

4 その他（対象　無)

公 害 対 策

1 事業損失防止対策（対象　無)

2 濁水処理（対象　無)

3 低騒音型・低振動型建設機械（対象　無)

4 六価クロム溶出試験（対象　無)

安 全 対 策

1 交通安全施設等（対象　無)

2 交通誘導警備員（対象　無)

3 足場通路等からの墜落防止措置（対象　有)

4 電力施設防護管（対象　無)

　高さが２ｍ以上の箇所で作業を行う場合は、墜落防止に留意し、作業日毎に「墜落防止チェックシート」を活用し
て点検を行い、その記録を保管すること。

　受注者は、工事着手前に必ず工事施工箇所の支障物件について確認し、監督員に「支障物件確認書（現場着
手時）」を提出し、監督員の確認を受けた後、工事に着手すること。

　ゲート操作が見込まれる場合には、原則施行を中止する。この予定の変更に伴い工期変更の必要が生じる場
合には、監督員と協議することができる。
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建 設 副 産 物

1 建設発生土の利用（対象　無)

2 建設発生土の搬出（対象　無)

3 再生利用のための建設副産物の搬出（対象　有)

1

2

3

4

金属くず 廃プラ ガラス 有価物

対象物 ○ ○ ○ ○

4 最終処分のための建設副産物の搬出（対象　無)

5 建設汚泥の自工事現場内における再生利用（対象　無)

6 建設汚泥の中間処理方法等（対象　無)

7 建設汚泥処理土の利用（対象　無)

8 建設汚泥処理土の搬出（対象　無)

9 剥ぎ取り表土の利用（対象　無)

10 一般廃棄物の搬出（対象　無)

11 根株等の利用（対象　無)

12 根株処理工の出来高の算出（対象　無)

工 事 用 道 路

1 工事用道路等の補修（対象　無)

仮　設　備

1 床掘（対象　無)

2 鋼矢板等の打込引抜工法（対象　無)

3 仮設防護柵工（対象　無)

4 仮締切り（土留）（対象　無)

5 鋼矢板二重締切（対象　無)

6 水替施設（対象　無)

　受入先との協議の結果、再資源化が困難である場合は、監督員と協議するものとする。

　受注者は、本工事の施工により発生する次の建設副産物について、再資源化を行うため産業廃棄物中間処理
許可施設（再資源化施設）へ搬出すること。また、搬出に際しては、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を遵
守しなければならない。

　受注者は、建設副産物の搬出前に受入場所・条件等について、監督員と協議するものとする。

　自己処理を希望する場合は、監督員と協議するものとする。



現場説明書 特記事項9

工事名：Ｒ６企総管　勝浦発電所　ＣＣＴＶ装置取替工事（一部債務負担）

7 異常出水の処置（対象　無)

そ　の　他

1 図面の電子納品（対象　無)

2 標準断面図板設置の省略（対象　有)

3 しゅん工標設置の省略（対象　有)

4 施工計画書（対象　無)

5

6 三者会議※（対象　無)

7 コンクリートの単位水量の測定（対象　無)

8 セメント・モルタル吹付（対象　無)

9 水抜孔（対象　無)

10 種子吹付（対象　無)

11 植栽樹木の植え替え義務（対象　無)

12 使用材料の品質、規格、性能等（対象　無)

13 ＬＥＤ道路・トンネル照明灯の品質、規格、性能等（対象　無)

14 使用材料の品質規格等（製品名表示）（対象　無)

※現場代理人の兼務については、同一の場所において施工する工事同士の兼務のほか、仕様書に記載された
要件を全て満たす場合についても兼務を認めている。

　ただし、主任技術者の専任が必要な工事で、主任技術者が２つの工事を兼務（兼務届を提出する場合）し、かつ
次の①～④のいずれかに該当する工事は、三者会議（三者以上の会議を含む）を実施する。
　　　①橋梁、トンネル、樋門等の重要構造物工事を含む工事
　　　②現場条件が特殊である工事
　　　③施工に要する技術が新規又は高度である工事
　　　④その他、設計時の設計意図を詳細に伝達する必要がある工事

　三者会議の開催は、工事着手前に実施し、施工条件の変更等の問題が生じた場合には必要に応じ、監督員と
協議を行って、複数回開催することができる。

※「三者会議」とは、発注者と受注者と設計者の三者が一堂に会することにより、設計者の意図や施工上の留意
点を受注者に的確に伝え、設計図書と現場との整合性を確認協議することにより、工事施行の円滑化と品質の
確保を図ることを目的とし実施する。
　なお、基礎杭や大規模仮設等専門性の高い工種を伴う工事では、施工者に専門工事業者（下請）の主任技術
者を加え会議を実施する。
　また、地質構造の複雑な箇所、地形の変化が大きい箇所等、特に地質情報の不確実性が高い現場における工
事や地質技術者が参画することで当該工事の品質確保が図られると認められる工事では、地質技術者を参加さ
せ会議を実施する。

　本工事は、しゅん工標の設置を省略する。

※受注者は、当該項目の対象の有無に関わらず、当初請負対象金額が5、000万円以上の工事及び低入札価格
調査制度の低入札価格調査基準価格を下まわって落札した工事（低入札工事）においては、施工計画書を監督
員に提出しなければならない。

同一の場所において施工する工事同士の現場代理人の兼務（対象　無)

　本工事は、標準断面図板の設置を省略する。



現場説明書 特記事項10

工事名：Ｒ６企総管　勝浦発電所　ＣＣＴＶ装置取替工事（一部債務負担）

15 県産木材の使用（県産木製型枠以外）（対象　無)

16 新技術の活用について（対象　無)

17 アスファルト舗装工事（施工途中の交通開放）（対象　無)

18 橋梁修繕工事（伸縮装置取替）（対象　無)

19 各種様式

　各種様式については、下記徳島県ホームページよりダウンロードすること。
　https://www.pref.tokushima.lg.jp/jigyoshanokata/kendozukuri/kensetsu/2009091500237


